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	応用
	抗原情報
	背景
	高濃度のグルコースは、グルコースとリジン残基の反応（糖化）によってタンパク質の非酵素的酸化を引き起こす可能性があります。このように修飾されたタンパク質（フルクトサミン）は、活性または機能が低下します。この遺伝子は、脱糖化をもたらす可能性のあるフルクトサミンのリン酸化を触媒する酵素をコードしています。[RefSeq提供、2012年2月],機能：フルクトースリジンおよび糖化タンパク質の脱糖化につながるプロセスを開始する可能性があります。1-デオキシ-1-モルフォリノフルクトース（DMF）、フルクトースリジン、フルクトースグリシン、フルクトース、および糖化リゾチームのリン酸化に関与する可能性があります。,類似性：フルクトサミンキナーゼファミリーに属します。,サブユニット：モノマー。,組織特異性：赤血球で発現します。,
	研究分野
	-
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	Jarkat細胞溶解液のウェスタンブロット分析、FN3Kウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

